
シスメックスが目指すもの
　シスメックスは、グループ企業理念「Sysmex Way」のもと、付加価値の高い製品・
サービスの提供や新たなイノベーションを起こすことで、診断の価値を高めるとともに、
医療課題解決を通じて、健康で豊かな社会を実現します。

　インド政府は、COVID-19感染拡大が、特に地方部の医療インフラ整
備の課題をより顕在化させたことを受け、2022-2023年度のヘルスケ
ア関連予算として約8,600億ルピーを計上し、地方部の医療水準向上
に向けた一次医療施設の増加を推進しています。また、民間の大規模
病院も、政府や各州政府と連携して地域医療体制充実への展開を進め
ています。これにともない、関連する検査需要も大きく増加傾向にあり、
多検体処理の高速化・自動化に加え、検査品質の標準化へのニーズも
高まってきています。
　シスメックスは、製品の安定供給、各医療施設での検査システムの安
定稼働に向けた適切なサービス＆サポートを提供し、インドにおける医
療の質向上に貢献していきます。

コラム　インドのヘルスケアを取り巻く環境
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マテリアリティ

・ イノベーションを通じた医療課題解決
・ 医療アクセスの向上 世界190以上の国や地域の医療機関・

検査センターなど

・ 販売・サービス＆サポート活動を通じた
   コミュニケーション
・ VOC（Voice of Customer）の収集
・ 学術セミナーの開催（オンライン）

・ 企業風土調査の実施および結果に基づく対話
・ グローバル内部通報制度の構築
・ 労使協議会

・ オープンイノベーションやアライアンスを通じた
   コミュニケーション
・ 調達方針に基づくコミュニケーション
・ 販売代理店会議の開催

・ 積極的な情報開示、対話
・ 各種説明会の開催

・ 政府機関、国際機関との連携、対話
・ 地域コミュニティへの参画

シスメックスグループ従業員
（9,000名以上）

・ 共同研究・開発先（200テーマ以上）
・ サプライヤー
  （一次サプライヤー約250社）
・ 代理店（600社以上）など

株主・投資家（約14,000名）

政府・行政
地域・社会（NPO含む）

・ 品質と信頼の追求
・ サプライチェーンマネジメントの強化

・ 製品ライフサイクルにおける環境配慮
・ 事業所活動における環境負荷低減

・ コーポレート・ガバナンス
・ コンプライアンス
・ リスクマネジメント

・ 売上高の伸長
・ 営業利益の伸長
・ フリーキャッシュ・フローの創出

・ 働きやすい職場環境の確保
・ ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
・ 人材の育成
・ 健康増進と労働安全の推進

製品・サービスを通じた
医療課題解決❶ ▶

▶

▶

▶

▶

❷

❸

❹

❺

責任ある製品・サービスの提供

環境への配慮

ガバナンスの強化

持続的な成長

魅力ある職場の実現

貢献するSDGsマテリアリティ ステークホルダーとの主な対話

お客様

従業員

取引先

株主様

社会

❶
❷
❹

❸
❺

❷
❹
❺

❶
❹
❺

❶
❷
❹

対応する
マテリアリティ ステークホルダー

≫サステナビリティ目標の進捗状況 P47 （ステークホルダーとの対話に関する詳細はP101をご覧ください）

マテリアリティの特定プロセス

STEP1 ： 課題の把握・整理

グローバルな社会課題やステー
クホルダーからの要請事項を把
握、整理

STEP3 ： 妥当性の確認

経営会議で審議・承認

STEP2 ： 優先順位付け

ステークホルダーとシスメックス
の観点から中長期的なリスク・
機会評価を行い、優先的に取り組
むべき課題を抽出

※マテリアリティマトリックス
https://www.sysmex.co.jp/csr/
management/materiality.html

持続的な成長を支えるマテリアリティ ステークホルダーエンゲージメントに向けた対話

シスメックスのマテリアリティ

　シスメックスは、持続可能な社会の実現およびシスメック
スの持続的な成長に向けて、優先的に取り組むべき課題（マ
テリアリティ）を掲げています。
　シスメックスのマテリアリティは、ステークホルダーエン
ゲージメントによる皆様からの期待・要望や、シスメックス
を取り巻く内外部の環境を踏まえ、中長期的な視点による
「ステークホルダーにとっての重要度」と、リスク・機会の
観点による「シスメックスにとっての重要度」の2軸で、総合
的に評価のうえ特定しています。
　さらに、中期経営計画策定のタイミングで検証のうえ、 
見直しを行っています。前回は2020年度に検証を行い、 
社外からの要望の高まりなど環境変化にあわせ、一部内容
を更新しました。
　また、課題に対する進捗を可視化し実効性をより一層高
めるため、2021年度の見直しでは、中期経営計画に沿った

具体的な目標やKPIを「サステナビリティ目標」として設定し、
責任部門の実行計画や活動に展開しました。サステナビリ
ティ目標は、取締役会や四半期ごとに開催される経営会議
などにおいて各部門から定期的に報告されており、取締役
が進捗を確認しています。さらに、新たな施策について議論
を重ねるなど、全社で取り組みを進めています。
　事業規模の拡大にともないステークホルダーも多様化し
てきましたが、シスメックスは創業当時から変わらず、ステー
クホルダーに「安心」をお届けすることを経営の基本と考え 
ています。ヘルスケア業界で事業を展開する企業として、 
取引先・従業員とともに医療機関などのお客様に製品・ 
サービスを提供することにより、医療課題の解決に取り組ん
でいます。
　シスメックスは、これからもステークホルダーの皆様と積
極的に対話をしながら、持続的に価値を共創していきます。
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提供価値・インパクト

シスメックスの価値創造 ～持続的な成長に向けて～
グループ企業理念「Sysmex Way」のミッション「ヘルスケアの進化をデザインする。」のもと、
検体検査領域を中心に事業を展開しています。独自の経営資源を活用して、
付加価値の高い製品・サービスの提供により、人 の々健康寿命の延伸や医療費最適化に貢献していきます。

価値を創造する
経営資源

調達

新たな診断価値創出に向けたお客様の声

再投資

社会・医療の課題解決への期待・要請

研究開発

薬事登録

生産

物流 販売 サービス&サポート

主な事業活動

顧客満足度を高める
サービス＆サポート

高品質とグローバルな安定供給を
実現する生産体制

知的財産戦略

グローバルな競争力を強化する
知財ポートフォリオ

人材戦略

事業を支える多様な人材

環境への取り組み

バリューチェーン全体で
推進する環境への取り組み

製品を世界中へ届けるための
薬事申請体制

医療課題の解決を
実現する
研究開発体制

安定供給を実現する
調達体制

190以上の国や地域へ届ける
効率的なサプライチェーン

1 検査体制の拡充
2 検査室の生産性向上　
3 診断と治療方針決定への貢献
4 医療機関における環境負荷低減

医療機関
(世界190以上の国や地域の病院・検査センターなど）

グローバルな販売体制

Sysmex
機器 試薬

IT

細胞

遺伝子 タンパク

製品 技術プラットフォーム

＋
-
増加させていきたい主なインパクト
減少させていきたい主なインパクト

-
-
-
-

環境
CO2排出
水消費
電力使用
廃棄物の排出
動物由来原材料の使用-

社会
生産人口の増加
サプライヤーとの協業（約250社※）
※一次サプライヤー数

9,000人を超える従業員の雇用
労働災害
法人所得税額210億円（2021年度）
配当金152億円（2021年度）

＋
＋

＋
-
＋
＋

患者さん・
生活者・医療
健康寿命の延伸
・ 疾患の早期発見
・ 最適な診断・治療法選択
 による患者さんの負担軽減
医療アクセスの向上
医療費の最適化
医療の高度化

＋

＋
＋
＋

>>>具体的な提供価値はP25

1 多様な製品ポートフォリオの展開・提供
2 検査を支える医療従事者のサポート
3 診断価値の高い検査の開発・提供
4 環境に配慮した製品開発・事業活動

シスメックスが提供する
主な価値（アウトプット）

研究開発力 知的財産
（知的資本）  ≫P59-60、67

生産・物流体制
（製造資本）≫P61

グローバルな
販売・サービス体制
（社会・関係資本）

≫P62

安定した財務基盤
（財務資本）≫P51

多様な人材
（人材資本）≫P65

電力・水資源など
（自然資本）≫P63
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患者さん・生活者・医療・社会への提供価値
シスメックスは、医療機関のニーズおよびライフステージに応じた
さまざまな価値の提供を通じて
医療費の最適化や健康寿命の延伸および医療の高度化に取り組んでいます。

医療・社会への
提供価値

（インパクト測定指標）

患者さん・生活者
への提供価値

検査へのニーズ
（直接的な提供価値）

・ 早期発見・予防

・ 疫学研究への貢献

・ 医療の実態に即した
 検査場所の多様化

・ グローバルヘルス向上

・ 検査オペレーションの
 標準化

・ 検査室の生産性向上

・ 先進技術を取り入れた 
 診断の高度化

・ 最適な治療方針の
 決定

・ 個別化医療推進

・ デジタル技術を活用
 した定期的・適切な
 予後管理

健康寿命の延伸
（検診率、

健康度調整平均寿命など）

生産人口の増加
（治療寛解率、治癒率など）

医療アクセスの向上
（医療機関数、検査数、検査受診率など）

医療の高度化
（がんゲノム検査数、論文数など）

医療費の最適化  　　　　　　 　（医療経済性）

医療機関の実態

シスメックスの対応

多様な製品ポートフォリオの展開・提供

検査を支える医療従事者のサポート 診断価値の高い検査の開発・提供

・未病・予防医療の普及
・診療所・家庭での検査ニー
ズの拡大
・医療機関間の医療情報連
携の取り組み強化
・デジタル医療(疫学調査・

RWD連携)ニーズの高まり

・国や地域ごとの重点疾患
にあわせた検査ニーズの
拡大
・国や地域による検査体制・
検査水準の差異
・財政状態に応じた導入機
器の選定

・検査技師1人当たりの対応
検査の多様化
・省人化
・縮小傾向にある検査単価
・検査機器の省スペース化
ニーズの高まり

・複数の検査分野を統合し
た検査ニーズの高まり
・治療の進化をリードする高
度な検査ニーズ
・多様なバイオマーカーの開
発ニーズ

・診断と治療の迅速な連携
の取り組み強化
・個別化医療、ゲノム医療の
進展
・診断結果の標準化

・治療効果向上への期待
・診断・治療データおよび・
慢性期のデジタルヘルスケ
アのニーズの高まり
・適切な予後管理インフラ
の整備への取り組み

・リキッドバイオプシー、
プライマリケア製品の開発
・Caresphereによる各種
データの統合

予防・健康維持 予後・QOLの向上ニーズに即した検査 診断・治療法の選択

・製品ポートフォリオの拡充
・複数の検体検査分野を組
み合わせたソリューション
提案

・インターフェースの共通
化、自動化、システム化
・機器のIoT化
・24時間体制のサービス&
サポート
・検査技師のトレーニング
支援

・外部機関との積極的な共
同研究、アライアンス提携
・継続的な研究開発、技術
開発への投資
・遺伝子検出技術の高度化

・診断システム、バイオマー
カー開発
・リキッドバイオプシー技術
の活用
・学術支援

・遠隔診療プラットフォーム
の構築
・モニタリング指標の開発
・再発モニタリングを実現す
る製品開発

先進国：★★★
新興国：★

先進国：★
新興国：★★★

先進国：★★★
新興国：★★

先進国：★★★
新興国：★

先進国：★★★
新興国：★

先進国：★★★
新興国：★★★

★：ニーズの強さ
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　厚生労働省が掲げる地域医療構想の下、日本の地域医療は施設ごとの役割分担が進み、
検査室のニーズは施設によって異なるうえ、医療の高度化などを背景に、検査技師の業務も多
様化しています。さらに、COVID-19に関連する検査数の増加が相まって、検査室の業務は複
雑化・作業量過多の傾向にあります。
　この地方病院の状況を踏まえ、シスメックスでは、多機能・高機能な臨床価値と、効率・ 
コスト面の価値の双方を満たす検査が重要だと捉えています。2021年3月に販売開始した 
ヘマトロジー分野の新製品は、まさにこうした医療施設・検査室の声を反映した高付加価値
製品で、新規顧客の採用も進んでいます。マニュアル作業が当然であった業務を自動化し、 
検査室の業務負担軽減と、生産性向上・オペレーションコスト低減を同時に実現します。 
この価値を提案・拡充することで、地域医療を支えていきたいと思います。

検査室の生産性向上を実現し、地域医療を支える。

地域や施設ごとに異なる多様なニーズを把握し、診断の価値向上につなげる。

検査需要拡大と医療費改革の中、丁寧なコミュニケーションにより期待に応える。

カントリーリスクに丁寧に対応し、医療水準向上を目指す。

日本：地域医療（青森県）担当

インド：北東部担当

中国：3級・2級病院担当

ガーナ：地域全般担当

　シスメックスは米国での市場シェアを大きく獲得していますが、医療機関の経営統合・ 
グループ化が進み、医療機器の購入が一元化されるケースが増加傾向にあり、シェアが大きく
変動することが懸念されます。しかしながら、米国市場における現在のシスメックスの地位は
強固であり、高い競争優位性を持っています。将来、TLA（Total Laboratory Automation）
のベンダーが、生化学検査や免疫検査、血液凝固検査などとヘマトロジー検査を包括したソ
リューションを展開した場合は、より市場競争が激しくなると予想されます。
　米国ではCOVID-19との共存が定着しつつありますが、現在の大・中規模病院の急性期
医療においては、さらなる自動化・省人化へのニーズが高まっています。スタッフの配置や要
員計画は、検査室の運営上、極めて重要な要素となっており、ヘマトロジー製品導入の意思決
定においても、医療システムの将来を見据え、小児科など医師の指示が必須である科目を除き、
手作業のプロセスを最小限にすることが求められています。
　シスメックスは、顧客との豊富なタッチポイントを活かし、顧客との定例会、シンポジウムな
どを通じて、検査室のニーズをつぶさに汲み取り、開発や付加価値提案につなげていきます。 

自動化・省人化のニーズにあわせ、付加価値を提案する。

　高齢化の進展などを背景に、中国の医療インフラは急速に充実してきており、検査需要も拡大する一方、包括診療報酬への
改革などにより医療費低減も進められ、検査機器メーカーへの質、量、コスト面での期待や要望がますます高まることが想定さ
れます。中でも、シスメックスが注力する3級・2級病院では、一層高度な治療、後進の育成、地域医療水準の向上などの役割
を担っており、検査に対しても、高精度・多項目測定、効率化・全自動、学術サポートといったニーズが増加しています。現在、
シスメックスの提供する製品ソリューションは、このようなニーズに対応したものとして評価いただいていますが、継続的な技術
革新が必要です。引き続き、顧客、KOL（Key Opinion Leader）、代理店と密なコミュニケーションをとり、彼らの要望を製品開
発につなげることで、疾病の早期発見、医療の効率化、検査室の付加価値向上に貢献していきます。

Sysmex Shanghai Ltd. 
マーケティングプロモーション部門
吴 婉青

Sysmex Shanghai Ltd. 
血液凝固部門
陈 长浩

Sysmex Shanghai Ltd. 
免疫・生化学部門
时 昌文

Sysmex Shanghai Ltd. 
セールス部門（第二エリア）
罗 春梅

　インドでは、都市部・地方部、民間・政府系、そして施設の規模によって、検査量や検査項
目なども大きく異なります。特に、インドのヘルスケア全体の課題として、地方や内陸部の医療
水準向上が重視される中、これらの地域の医療施設では、高い生産性と検査の迅速性が求め
られると同時に、検査コストの低減も期待されています。
　こうした中、シスメックスでは、それぞれの地域ニーズに合わせた緻密な製品・ソリューショ
ンの提案はもとより、独自のパラメータや高い品質、充実したサービス、学術サポートなどを通
じて、強固なポジションを構築しています。今後もこうした優位性を最大限に活用し、製品・
サービスの拡充、診断の価値向上に努めます。さらに、グループ会議やセミナーなどを通じて、
検査に関する技術的ノウハウや先端事例を共有し、診断や治療の進歩を支えていきます。

現場の声

　ガーナは、国民健康保険における診療報酬が低い反面、医療機器への税金が高く、検査設
備への投資のしにくさや検査費用の高額化といった課題があります。さらに、整備途上の医
療規制を背景とした低品質製品の流通のほか、支払いサイトや通貨など、カントリーリスクも
あります。
　シスメックスでは、こうした地域特性を踏まえ、カントリーリスクに丁寧に対応していくとと 
もに、ガーナの医療水準向上に向けた取り組みに注力しています。特に重視されているのは、
的確な検査結果の提供、迅速な診断を支える検査フロー、ノウハウや技術の習得、検査の 
生産性向上といったニーズです。具体的には、最適な費用対効果を目指したリースおよび 
メンテナンスメニューを提供するほか、顧客向け研修や製品ワークフロー分析、検査システム
のテクニカルサポートなどを通じ、検査インフラの充実に寄与しています。

東日本営業本部　仙台支店
盛岡営業所
我妻 陽介

Sysmex America, Inc.
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